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まちからの大切なお知らせ

農林振興課 営農指導係
☎476-1111（513）

問農林振興課 営農指導係からのお知らせ

　１　主な作業体系
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　２　作業の要点
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（令和元年10月作成）

原料用さつまいも種いもほ場管理指針

健全な種いもを確保し，単収アップをめざしましょう！

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○：土壌消毒　　　：堆肥散布，ガス抜き耕耘　　　　　：定植　　　　　：種いも収穫　　　：種いも貯蔵

主な内容と作業の要点

・pH６以下で排水の良いほ場を選ぶ。

・バスアミド微粒剤等で全面消毒する。散布・土壌混和後に鎮圧する。

・土壌消毒剤散布後30～40日後に，完熟した牛ふん堆肥を１ｔ／10a散布する。
・堆肥散布後に，土壌消毒のガス抜きを兼ねて耕耘を行う。

・定植直前に無マルチで畝立てする。
・裸地のため雑草が発生しやすく，トレファノサイド乳剤等除草剤を利用する。
・施肥は通常の８割程度（Ｎ：Ｐ：Ｋ＝６：９：１８kg/10a）とする。

・６月下旬～７月上旬にバイオ苗から増殖した苗を10a当たり3,000株定植する。
　例：畦幅90cm×株間35cm，畦幅100cm×株間33ｃｍ，畦幅110cm×株間30cm

・生育初期に中耕による除草及び培土を行う。
・必要に応じて，培土時に追肥を行う。
・培土後は必要に応じて除草剤による畦間除草を行う。

・腐敗や萌芽を防ぐため，気温が15℃程度に下がる10月下～11月上旬に収穫する。
・収穫は，畑が乾いている晴天日に，種いもに傷をつけないように丁寧に行う。

・収穫後は倉庫等で風乾し，貯蔵庫に搬入する。
・貯蔵庫は，温度13～15℃，湿度80～90％に保ち，貯蔵する。

肝属・曽於地区さつまいも・でん粉対策協議会

畝立･施肥 中耕･培土，追肥

耕耘･除草

 さつまいも土壌病害（基腐病など）の防除対策
基腐病の特徴・見分け方など https://ux.nu/0V1zz
○基腐病の見分け方 さつまいも関係資料

 ←成り口側 しっぽ側→　

○基腐病の特徴

 　・はじめ，地際部の茎及び塊根の茎に近い部分が黒色～暗褐色に腐敗する。

　・被害が進行すると，茎の上部及び塊根全体に腐敗が拡がり，乾燥して硬くなり，やがて

　　株が枯死する。

 　・線虫等の食害などによる傷により病原菌の侵入が助長される。

　・病原菌は植物残さ上で越冬し，翌年の伝染源となる。

防除対策

　１　発病した株（つるや塊根）は抜き取り，ほ場や周辺に残さないようにほ場外で処分する。

　２　発病がみられたほ場はイネ科牧草などとの輪作を行い，翌年のさつまいも栽培を控える。

　３　発病がみられたほ場から種いもを取らない。

　４　種いもには腐敗，病害，傷のない健全ないもを使用し，苗の消毒を確実に行う。

　５　苗床の土壌消毒を行う。

　６　植付前には，ほ場の排水対策や土壌消毒を十分行う。

ほ場準備及び管理

　１　残さ腐熟処理による土壌中病原菌の密度低減

　　・病害発生ほ場においては，可能な限り，いも残渣をほ場外へ持ち出す。

　　　持ち出しが困難な場合は，残渣の分解を促進する。

　　・収穫終了後は，速やかに完熟たい肥等の有機物をほ場に投入し，耕耘する

　　　（年内２回を目標に）。

　２　土壌消毒による土壌中病原菌の密度低減

　　・殺菌効果のある剤（クロールピクリン，バスアミド微粒剤等）で土壌消毒を行う。

　　・消毒時は土壌中でのガスの拡散を促すため，適度な土壌水分を確保する。

　　・土壌消毒時は，ガスの飛散防止や土壌消毒効果を向上させるため，

　　①クロールピクリンを使用する場合は，必ずビニール等で被覆する。

　　②バスアミド微粒剤等を使用する場合，必ず鎮圧する。

○土壌消毒剤の特徴一覧

病害 線虫 害虫 雑草

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

× ○ ○ ×Ｄ－Ｄ，テロン等

クロルピクリン

ダゾメット

クロルピクリン＋Ｄ－Ｄ

Ｄ－Ｄ

有効成分 商品名

クロールピクリン等

バスアミド微粒剤等

ソイリーン，ダブルストッパー等

４ 塊根の異常３ 基部の異常２ 葉の異常１ 株全体の異常

生育不良，株の萎縮 葉色の明らかな変色

（紫，赤，黄色）

地際で黒変

（黄色矢印）

成り口から変色

形状は崩れにくい
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